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自石川緑地公園
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　　　　　　　　▲水ぬるむ季節を待っ親水芝生広場

　
白
石
川
緑
地
公
園
内
に
整
備
さ
れ
た

親
水
芝
生
広
場
は
、
丁
四
胆
の
広
さ

に
、
清
流
白
石
川
の
伏
流
水
を
利
用
し

た
一
五
〇
m
の
水
路
を
巡
ら
せ
、
中
心

部
に
は
直
径
三
〇
m
の
丸
い
池
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
水
路
の
水
は
、
一
〇
㎝

程
度
の
深
さ
に
な
る
よ
う
調
整
し
て
流

し
、
は
だ
し
で
入
っ
て
水
遊
び
が
で
き

ま
す
。
池
の
中
心
に
は
、
ア
ヒ
ル
、
カ

ニ
、
魚
の
絵
が
石
で
描
か
れ
て
あ
り
、

幼
児
に
も
安
全
で
、
親
し
み
や
す
く
遊

べ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
水
路
の
周
り
に
は
、
築
山
や
シ
ョ
ウ

ブ
園
、
水
芭
蕉
な
ど
が
あ
り
、
色
鮮
や

か
な
花
が
咲
く
の
も
魅
力
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
途
中
の
眼
鏡
橋
や
太
鼓
橋

が
架
か
る
石
畳
風
の
遊
歩
道
で
は
、
水

と
花
の
両
方
の
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
隣
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
も

新
た
に
二
面
設
け
ら
れ
、
合
計
四
面
の

コ
ー
ト
で
・
ぞ
ん
ぶ
ん
に
プ
レ
ー
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
水
遊
び
に
は
も
っ
て

こ
い
の
季
節
。
お
年
寄
り
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
親
子
は
事
故
な
ど
心
配
す
る
こ
と

な
く
、
思
い
っ
き
り
水
遊
び
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
今
後
は
、
平
成
二
年
度
で
西
側
に

九
〇
台
収
容
の
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、

遂
次
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
多
目
的
広
場

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
弁
当
で
も
持
っ
て
訪
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
発
見

が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

瀞Fτ〆ま　．〆甲F鰭

（千円）

呂額o台襲

71，520

72，010

170，041

　　　145，600

　　　　6，000

平成2年度予定

平成3年度予定

平成4年度予定

金捧懸稜曾鋤　　　　　総馨叢費

　芝生広場

　レフト・ライト線90m、センター線120皿

　400挽トラック、8コース、サッカー場

　第3種公認グランド

　石組水路、築山芝生広場、ショウブ園

　20κ257π、4面

　計画台数90台

　レフト・ライト線68．5配、センター線68．5η

　わんぱく広場、いこい広場

分区園
野球場
陸上競技場
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」
卜
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奥州街道
ふれあいの館

べ酔o

水道庁舎・

窮
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窟
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’

　
リ
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▲なまこ壁が美しい水道庁舎・奥州街道ふれあいの館の外観

　
施
設
の
特
徴
は
何
と
い
っ
て
も
蔵
づ

く
り
の
外
観
。
こ
の
発
想
は
、
建
設
場

所
が
旧
奥
州
街
道
（
現
在
の
国
道
一
一

三
号
）
沿
い
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。

　
藩
政
時
代
か
ら
商
業
の
中
心
地
と
し

て
栄
え
、
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
か
み

る
こ
の
地
域
。
町
中
を
歩
く
と
、
市
神

さ
ま
や
多
く
の
土
蔵
、
堀
割
な
ど
、
昔

の
面
影
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
昔
な
が
ら
の
風
情
や
景
観

を
現
代
に
生
か
し
た
建
物
を
」
と
の
方

針
で
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
形
。
日
本
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
し

葺
き
、
蔵
風
開
き
扉
、
庇
屋
根
を
つ
け
、

し
っ
く
い
塗
り
の
「
な
ま
こ
壁
」
を
も

つ
伝
統
的
な
蔵
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

周
り
に
は
、
直
径
二
m
の
水
車
を
動
か

し
、
深
さ
三
五
㎝
の
池
を
巡
ら
し
た
日

本
庭
園
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
一
階
部
分
は
、
市
水
道
庁
舎
で
、
上

水
道
事
業
の
す
べ
て
の
業
務
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
二
階
部
分
は
、
奥
州
街
道
ふ
れ
あ
い

の
館
（
城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

で
す
。
こ
の
館
は
、
亘
理
町
・
短
ケ
町
・

新
町
・
西
益
岡
・
中
益
岡
・
東
益
岡
の

地
域
に
お
い
て
、
住
民
の
方
々
の
創
意

工
夫
と
お
互
い
の
協
力
に
よ
る
、
よ
り

良
い
生
活
環
境
づ
く
り
や
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
目
指
し
て
活
動
す
る
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
地

域
の
方
に
限
ら
ず
、
だ
れ
に
で
も
利
用

で
き
る
施
設
で
す
。

　
内
部
は
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
、

会
議
・
研
修
の
で
き
る
大
ホ
ー
ル
を
は

じ
め
、
和
室
二
五
畳
）
二
室
、
調
理

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
管
理
運
営
は
、
前
の
六
つ
の
地
域
の

方
々
で
構
成
さ
れ
た
「
城
北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
」
に
委
託
し
て
お
り
、

今
後
、
こ
の
館
を
活
用
し
た
積
極
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
手
続
、
使
用
料
な
ど
の

詳
し
い
こ
と
は
、
紺
野
光
雄
館
長
唇

二
五
－
三
二
四
九
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
施
設
の
一
部
は
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成

を
受
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

▲良い景観はまちに潤いを与えます
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ら
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落
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川
井
市
政
の
最
重
点
施
策
で
あ
り
、

長
い
間
、
市
民
の
念
願
で
あ
っ
た
白
石

中
学
校
改
築
工
事
が
終
了
。
輝
か
し
い

本
校
の
歴
史
に
新
た
な
一
ぺ
ー
ジ
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　
改
築
工
事
は
、
同
じ
敷
地
内
に
建
設

す
る
た
め
、
旧
校
舎
と
併
用
し
な
が
ら
、

二
か
年
（
昭
和
六
十
三
年
度
～
平
成
元

年
度
）
を
要
し
ま
し
た
。

　
校
舎
は
、
校
庭
側
か
ら
見
る
と
、

「
旧
木
造
校
舎
の
雰
囲
気
を
。
」
と
の
設

計
意
図
が
良
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
内
部

は
、
広
々
と
し
た
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を

数
多
く
設
け
、
ゆ
と
り
あ
る
学
習
が
で

き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

床
や
壁
に
は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り

入
れ
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
じ
ゅ
う
た

ん
（
カ
ー
ペ
ッ
ト
）
を
敷
き
つ
め
て
、

温
か
い
感
じ
と
柔
ら
か
み
を
出
し
て
い

ま
す
。

　
校
舎
や
校
庭
の
周
囲
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
り
つ
め
た

広
場
に
、
豊
富
に
植
樹
し
て
、
憩
い
の

広
場
、
語
ら
い
の
広
場
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
か
の
新
設
校
舎
と
ち
が
う
特
徴

は
、
学
校
開
放
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
た
め
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
あ
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
良
く
吹
奏
楽

の
方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
だ

と
周
囲
に
気
を
つ
か
わ
ず
に
練
習
で
き

ま
す
か
ら
。
」
と
渋
谷
教
頭
先
生
が
紹

介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
白
石
中
学
校
と
東
中
学
校
が
分
離
す

る
前
の
年
の
昭
和
六
十
二
年
。
同
窓
会

の
方
々
が
、
正
門
の
庭
に
「
初
心
不
可

忘
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
、
同
じ
碑
は
東

中
学
校
に
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
何
か
と
比
較
さ
れ
る
両

校
。
お
互
い
に
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て

競
い
合
い
、
レ
ベ
ル
を
盲
同
め
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

◆事業費
用地取得・地質調査費　　30，050千円

校舎・部室・焼釜工事費1，237，233千円

設計監理等委託料　　13，690千円

備品購入費27，584千円
屋外環境整備工事費　　27，974千円

仮設校舎賃借料　15，290千円

その他1，579千円
　合　計1，353，400干円

＜
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籔

糞

驚

　
　
　
　
　
し
メ
ロ
ち
ド
ロ
フ
キ

準
備
の
進
渉
状
況

　
い
よ
い
よ
平
成
二
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
実
施
の
年
度
と
な

り
、
あ
と
三
か
月
後
に
は
、
各
県
を
代

表
す
る
高
校
生
選
手
が
「
み
や
ぎ
蔵
王
」

に
集
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
練
習
に
励

ん
だ
選
手
た
ち
の
カ
と
技
が
充
分
発
揮

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
　
「
ふ
る
さ
と
の

、
』
聾

閥
壁
後

乳
響

講
r
　
い

■
》

第i3』回鐸国高驚裳絞澄潤雛欝朧道倶知案i高校顯蕩該覆闇

山
、
蔵
王
」
の
息
吹
を
感
じ
取
っ
て
、

「
蔵
王
は
よ
か
っ
た
」
と
の
思
い
を
各

選
手
が
故
郷
に
持
ち
帰
れ
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
登
山
大
会
は
自
然
が
相
手
で
す
の
で
、

種
々
の
条
件
に
適
応
で
き
る
よ
う
な
準

備
、
運
営
が
必
要
で
す
。
実
行
委
員
会

の
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
、

条
件
を
想
定
し
な
が
ら
、
各
目
の
任
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ち
ょ
く

を
遂
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
進
渉

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
選
手
強
化

　
昨
年
度
、
愛
媛
大
会
で
の
本
県
勢
の

成
績
は
、
白
石
工
業
高
校
の
八
位
を
最

高
に
、
白
石
女
子
高
校
十
八
位
、
黒
川

高
校
十
五
位
と
実
力
を
充
分
に
発
揮
し

ま
し
た
。
本
年
度
は
地
元
開
催
で
あ
り
、

蔵
王
が
会
場
と
な
る
の
で
す
か
ら
、
よ

り
一
層
の
好
成
績
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
昭
和
5
9
年
度
か
ら
強
化
校
を
指
定
し

て
競
技
力
の
向
上
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
の
指
定
は
次
の
七
校
で

す
。
去
る
四
月
三
、
四
日
に
は
、
強
化

合
宿
も
行
わ
れ
、
健
闘
が
期
待
さ
れ
ま

す
。○

強
化
指
定
校

　
男
子
　
　
白
石
工
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
黒
川
高
等
学
校

　
　
　
　
　
多
賀
城
高
等
学
校

　
　
　
　
　
仙
台
第
三
高
等
学
校

　
女
子
　
　
白
石
女
子
高
等
学
校

　
　
　
　
　
涌
谷
高
等
学
校

　
　
　
　
　
第
三
女
子
高
等
学
校

　
式
　
　
典

　
登
山
大
会
は
、
他
の
競
技
種
目
と
違

い
、
一
歩
登
山
コ
ー
ス
に
入
り
ま
す
と
、

一
般
の
人
々
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
の
な

い
地
味
な
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
公
開
さ
れ
る
式

典
（
開
会
式
、
入
山
式
、
閉
会
式
）
の

P
R
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
主
な
式
典
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
開
会
式

　
　
八
月
一
日
㈱
　
午
前
九
時
～

　
　
白
石
川
緑
地
公
園
陸
上
競
技
場

　
　
（
荒
天
時
　
白
石
市
中
央
公
民
館
）

②
入
山
式

　
　
八
月
一
日
㈱
　
午
後
一
時
～

　
　
川
崎
町
立
川
崎
小
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
隊
）

　
　
七
ケ
宿
町
立
関
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
隊
）

　
　
蔵
王
町
遠
刈
田
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
C
・
D
隊
）

③
閉
会
式

　
　
八
月
五
日
㈲
　
午
前
九
時
～

　
　
仙
台
市
立
秋
保
体
育
館

　
会
場
の
配
置
や
運
営
手
順
、
ア
ナ
ウ

ン
ス
の
台
本
等
の
各
式
典
の
準
備
は
終
っ

て
お
り
、
成
功
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

　
登
山
大
会
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
体
育
振
興
係
暦
二
五
－
二
一
一
一

（
内
線
）
四
一
六
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

宮城の夏に

火
災
予
防
条
例
の

　
　
　
　
改
正
に
つ
い
て

華ひらけ

無限の力

　
消
防
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
仙
南

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
の
火
災
予
防

条
例
が
改
正
さ
れ
、
五
月
二
十
三
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ご
家
庭
で
指
定
数
量
の
％
以
上
～
指

定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
ま
た
は
、

取
り
扱
う
場
合
は
、
消
防
署
長
に
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
廃
止
す
る
場
合

も
同
様
で
す
。

　
そ
の
他
貯
蔵
ま
た
は
取
り
扱
い
等
の

基
準
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
白
石
消
防
署
（
盈
二
五
－

二
二
五
九
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

麹人控獲で麗齢舷纂亀サξ数畿

〔灘螢憩闘虹鎚簸歎量繍〉

灘箆勲
鞍建歓驚骸

100乏～199乏2002（第1石油類）ガソリン

500乏～999’1、0004
油
　　（第2石油類
油

灯
軽

1．000乏～1、9992
2，0002
従前どおり

油　　（第3石油類）重

各家庭で関係のある危険物の届出数量
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6

選挙のためにお金のかからない政治・

糠
つ

しょ寄附禁止のルールを守りま

晦
治
豪
の
寄
耐
鼠

罰
則
を
も
っ
て
禁
地
さ
れ
ま
す

改
正
公
職
選
挙
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
係
質
疑
集

［
、
候
補
者
等
の

　
　
　
寄
附
禁
止
関
係

問
1
　
会
費
制
の
結
婚
披
露
宴
に
候
補

　
者
等
が
出
席
し
、
定
め
ら
れ
た
「
会

　
費
」
を
支
払
う
こ
と
は
差
し
支
え
な

　
い
と
考
え
て
よ
い
か
。
当
該
結
婚
披

　
露
宴
に
秘
書
が
代
わ
り
に
出
席
し
て
、

　
会
費
を
支
払
う
場
合
は
ど
う
か
。

答
　
会
費
制
の
結
婚
披
露
宴
に
出
席
し

　
て
「
会
費
」
を
支
払
う
こ
と
は
、
そ

　
れ
が
「
会
費
」
で
あ
る
限
り
禁
止
さ

　
れ
な
い
。
秘
書
が
代
わ
り
に
出
席
し

　
て
会
費
を
支
払
う
場
合
も
、
同
様
と

　
解
す
る
。

問
2
　
会
費
制
で
な
い
結
婚
披
露
宴
に

　
候
補
者
等
が
招
待
さ
れ
た
場
合
に
お

　
い
て
、
候
補
者
等
が
出
席
で
き
な
い

　
た
め
、
秘
書
を
代
わ
り
に
出
席
さ
せ

　
か
つ
、
相
手
方
の
了
解
の
も
と
に
提

供
さ
れ
る
料
理
代
等
に
み
あ
う
実
費

程
度
の
金
銭
を
相
手
方
（
親
族
で
な

　
い
選
挙
区
内
に
あ
る
者
）
に
支
払
う

場
合

ω
　
候
補
者
の
名
義
で
候
補
者
等
が

　
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

　
③
　
秘
書
の
名
義
で
候
補
者
等
が
経

　
　
費
を
負
担
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

　
㈹
　
候
補
者
等
の
名
義
で
秘
書
が
経

　
　
費
を
負
担
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

　
㈲
　
秘
書
の
名
義
で
秘
書
が
経
費
を

　
　
負
担
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

答
　
ω
、
⑧
　
法
第
一
九
九
条
の
二
第

　
一
項
に
違
反
し
罰
則
の
対
象
と
な
る
。

　
③
　
法
第
一
九
九
条
の
二
第
二
項
に

　
　
違
反
し
罰
則
の
対
象
と
な
る
。

　
㈲
　
差
し
支
え
な
い
。

問
3
　
会
費
制
の
出
版
祝
賀
会
に
候
補

　
者
等
が
無
料
招
待
さ
れ
た
場
合
に
お

　
い
て
、
相
手
方
（
親
族
で
な
い
選
挙

　
区
内
に
あ
る
者
）
の
了
解
の
も
と
に

　
無
料
招
待
を
辞
退
し
て
会
に
参
加
し

　
た
場
合
、
会
費
を
支
払
う
こ
と
は
で

　
き
る
か
。

答
　
会
費
を
支
払
う
こ
と
は
で
き
る
。

問
4
　
会
費
制
で
な
い
出
版
祝
賀
会
に

　
候
補
者
等
が
招
待
さ
れ
た
場
合
に
お

　
い
て
、
提
供
さ
れ
る
料
理
代
等
に
み

　
あ
う
実
費
程
度
の
金
銭
を
相
手
方

　
（
親
族
で
な
い
選
挙
区
内
に
あ
る
者
）

　
に
出
す
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
か
。

答
　
候
補
者
等
が
行
事
に
招
か
れ
た
場

　
合
に
は
、
　
「
包
み
金
を
置
く
こ
と
は

　
一
般
的
に
は
債
務
の
履
行
と
し
て
な

　
さ
れ
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の

　
で
寄
附
と
な
り
選
挙
区
内
に
あ
る
者

　
に
対
し
て
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
」

　
と
の
実
例
が
あ
り
、
こ
の
解
釈
に
変

　
更
は
な
い
の
で
、
所
問
の
場
合
は
、

　
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
る
。

問
5
　
候
補
者
等
が
町
内
会
の
野
球
大

　
会
に
際
し
て
優
勝
者
の
持
ち
回
り
と

　
す
る
た
め
の
カ
ッ
プ
を
貸
与
す
る
こ

　
と
は
罰
則
の
対
象
と
な
る
か
。

答
　
物
品
の
貸
与
も
財
産
上
の
利
益
の

　
供
与
に
該
当
す
る
の
で
罰
則
の
対
象

　
と
な
る
。

問
6
　
甲
野
太
郎
が
候
補
者
等
で
あ
る

　
場
合
、
A
株
式
会
社
が
「
A
株
式
会

　
社
社
長
甲
野
太
郎
」
と
記
載
し
た
の

　
し
紙
を
つ
け
た
中
元
を
選
挙
区
内
に

　
あ
る
者
に
贈
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

答
　
法
第
一
九
九
条
の
三
の
候
補
者
等

　
の
関
係
会
社
等
の
寄
附
の
禁
止
規
定

　
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
選
挙
に

　
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
罰
則
の
対
象

　
と
な
る
。
　
（
法
第
二
四
九
条
の
三
）

　
ま
た
、
寄
附
の
態
様
に
よ
り
、
候
補

　
者
等
が
す
る
寄
附
で
あ
る
と
相
手
方

　
に
認
知
さ
せ
る
場
合
（
例
え
ば
、

　
「
甲
野
太
郎
」
の
部
分
を
大
書
し
、

　
「
甲
野
太
郎
か
ら
で
す
」
な
ど
と
い

　
う
場
合
）
に
は
、
　
「
候
補
者
等
を
寄

　
附
の
名
義
人
と
す
る
寄
附
」
に
も
該

　
当
し
、
選
挙
に
関
す
る
も
の
で
な
く

　
て
も
罰
則
の
対
象
と
な
る
。

問
7
　
候
補
者
の
親
や
子
供
あ
る
い
は

　
配
偶
者
が
、
そ
の
経
費
を
自
己
負
担

　
し
・
自
己
名
義
で
寄
附
を
す
る
こ
と

　
は
で
き
る
か
。

答
差
し
支
え
な
い
。

二
、

　
　
　
　
　
辱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
さ

　
　
　
　
　
　
　
ス
レ
オ
ド
　
ず
ド
リ
リ

　
〔
↓
㌧
＼
く

　
　
　
R
、
㌣
．

後
援
団
体
の

　
寄
附
票
止
関
係

問
8
　
選
挙
前
の
一
定
期
間
以
外
の
期

　
間
に
お
い
て
、
後
援
団
体
の
十
周
年

　
記
念
大
会
で
会
員
（
選
挙
区
内
に
あ

　
る
者
）
に
対
し
て
記
念
品
を
配
る
こ

　
と
は
差
し
支
え
な
い
か
。

答
　
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行

　
う
行
事
、
ま
た
は
事
業
に
関
し
て
さ

　
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
限
り
一
般

　
的
に
は
お
見
込
み
の
と
お
り
。

問
9
　
選
挙
前
の
一
定
期
間
以
外
の
期

　
間
に
お
い
て
後
援
団
体
の
見
学
旅
行

　
会
で
会
員
（
選
挙
区
内
に
あ
る
者
）

　
に
対
し
て
通
常
用
い
ら
れ
る
程
度
の

　
食
事
の
提
供
を
す
る
こ
と
は
差
し
支

　
え
な
い
か
。

答
　
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行

　
う
行
事
、
ま
た
は
事
業
に
関
し
て
さ

　
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
限
り
お
見

　
込
み
の
と
お
り
。

問
m
　
選
挙
前
の
一
定
期
間
以
外
の
期

　
間
に
お
い
て
、
後
援
団
体
が
主
催
す

　
る
会
員
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お

　
い
て
後
援
団
体
が
優
勝
者
に
賞
と
し

　
て
後
援
団
体
の
会
長
杯
を
寄
贈
す
る

　
こ
と
は
ど
う
か
。
ま
た
、
優
勝
者
に

　
高
額
な
時
計
等
を
寄
贈
す
る
こ
と
は

　
ど
う
か
。

答
　
前
段
　
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に

　
よ
り
行
う
行
事
、
ま
た
は
事
業
に
関

　
し
て
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
禁
止
さ

　
れ
な
い
。

　
　
後
段
　
高
額
な
時
計
等
を
寄
贈
す

　
る
こ
と
は
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的

　
に
よ
り
行
う
行
事
ま
た
は
、
事
業
に

　
関
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が

　
多
く
、
祝
儀
に
該
当
す
る
と
認
め
ら

　
れ
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
1
1
　
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
会
員

　
の
親
睦
が
入
っ
て
い
る
場
合
、
花
輪

　
供
花
、
香
典
、
祝
儀
等
を
出
す
こ
と

　
は
ど
う
か
。

答
　
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
る
。

問
1
2
　
後
援
団
体
が
町
内
の
老
人
会
の

　
設
立
十
周
年
記
念
や
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
ル
大
会
に
祝
い
を
出
す
こ
と
は
ど
う

　
か
。

答
　
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
る
。

三
、
あ
い
さ
つ
状
の

　
　
　
　
　
禁
止
関
係

問
1
3
　
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
す
る

　
ハ
ガ
キ
の
中
に
、
時
候
の
あ
い
さ
つ

　
と
そ
れ
以
外
の
政
策
の
周
知
の
た
め

　
の
文
言
が
あ
る
場
合
の
解
釈
如
何
。

答
　
時
候
の
あ
い
さ
つ
と
そ
れ
以
外
の

　
文
言
が
あ
る
場
合
に
は
、
全
体
と
し

　
て
み
て
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
で
あ
る

　
か
ど
う
か
、
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

問
1
4
　
市
が
市
長
の
氏
名
を
表
示
し
た

　
年
賀
状
を
出
す
こ
と
は
、
法
第
一
四

　
七
条
の
二
の
違
反
と
な
る
か
。

答
　
一
般
的
に
は
違
反
と
な
ら
な
い
が

　
法
第
一
四
七
条
の
二
の
趣
旨
に
か
ん

　
が
み
氏
名
を
表
示
し
な
い
な
ど
適
切

　
な
配
慮
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

問
得
　
市
が
市
長
の
氏
名
を
表
示
し
て

　
新
年
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
有
料
で
新

　
聞
に
掲
載
す
る
こ
と
は
、
法
第
一
五

　
二
条
第
一
項
の
違
反
と
な
る
か
。

答
　
違
反
と
は
な
ら
な
い
が
、
法
第
一

　
五
二
条
第
一
項
の
趣
旨
に
か
ん
が
み

　
氏
名
を
表
示
し
な
い
な
ど
適
切
な
配

　
慮
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

×各種会合へのご祝儀

＾
で

の
層

ク

8
・
新
年
会

一

市
　
長

　
四
月
一
日
付
け
の
サ
ン
ケ
イ
新
聞

「
茶
花
抄
」
の
欄
に
、
次
の
よ
う
な
話

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
あ
る
年
の
初
春
、
蒲
生
氏
郷
、
加
斐

肥
前
、
細
川
忠
興
の
三
人
の
武
将
の
も

と
へ
「
花
入
れ
が
到
来
し
た
。
お
見
せ

し
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ

い
」
と
い
う
千
利
休
か
ら
の
使
い
が
来

た
。　

早
速
、
招
き
に
応
じ
て
茶
室
に
行
っ

た
が
、
花
入
れ
は
出
て
い
な
い
。
不
思

議
に
思
っ
た
が
何
も
言
い
出
せ
ず
、
茶

｝
季
｝

」

井
　
貞

〉
親
水
芝
生
広
場
流
水
式

　
　
　
　
　
　
垂
き
茎
き
ま
韮
季
き
馨
婁
。
韮
き
き
多
室
肇
い
塞
き
峯
蕃
茎
重
塁
鮎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

事
が
終
わ
っ
て
退
出
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。　

さ
て
利
休
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
客

人
を
路
地
に
送
り
に
出
て
、
　
「
花
入
れ

は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
た
。

「
座
敷
か
ら
路
地
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
見

ま
し
た
が
、
花
入
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
三
人
が
答
え
た
と
こ
ろ
、

利
休
は
庭
の
片
隅
を
指
差
し
た
。
そ
こ

に
は
、
　
「
※
チ
リ
穴
」
を
花
入
れ
に
見

立
て
て
、
椿
の
花
が
一
輪
、
ひ
っ
そ
り

と
停
ん
で
い
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
暗
示
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ
を
市
政

の
教
訓
と
み
た
と
き
、
一
つ
の
仕
事
を

成
し
遂
げ
る
に
は
、
全
て
の
面
に
お
い

て
完
壁
な
配
慮
が
な
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
大
胆
な
発
想
の
転
換
も
必
要
で

あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
、
ま
こ
と
に
さ

り
げ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

　
こ
の
ほ
ど
、
白
石
川
緑
地
公
園
の
親

水
芝
生
広
場
が
完
成
し
た
。
当
初
、
流

す
水
は
下
り
川
の
分
流
水
を
利
用
し
、

そ
の
一
部
は
地
下
に
く
ぐ
ら
せ
る
計
画

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
流
に
住
宅
地

が
密
集
し
て
い
る
た
あ
、
ど
う
し
て
も

生
活
雑
排
水
が
多
く
混
じ
っ
て
し
ま
う
。

果
た
し
て
、
こ
の
水
が
、
子
ど
も
た
ち

に
水
遊
び
を
さ
せ
る
の
に
適
当
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締

　
き
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

う
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
そ
こ
で
、
担
当
の
都
市
計
画
課
は
、
　
脚

発
想
を
根
底
か
ら
饗
・
白
石
川
の
伏
脚

流
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
・
そ
れ
を
滝
醐

に
し
て
落
と
し
、
川
と
し
て
流
し
、
池
棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細

と
し
て
留
め
る
と
い
う
計
画
に
変
更
し
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

た
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
↓
ス
テ
ム
に
よ
っ
酬

て
、
そ
の
水
量
は
自
由
に
調
節
で
き
、
咽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

滝
一
つ
と
っ
て
も
、
全
体
の
巾
を
も
っ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

て
流
す
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
一
筋
の
細
輔

流
と
し
て
落
と
す
こ
と
も
で
き
る
。
し
棘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

か
も
、
飲
料
水
と
し
て
も
利
用
で
き
る
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

き
れ
い
な
水
で
あ
る
か
ら
、
子
ど
も
た
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

ち
が
入
っ
て
遊
ぶ
に
し
て
も
、
何
の
不
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納

安
も
な
い
。
清
水
は
、
小
石
を
敷
き
詰
繭

め
た
岩
の
間
か
ら
湧
き
出
し
、
淀
々
と
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

し
て
流
れ
下
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
こ
の
話
と
先
程
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
何
嚇

か
結
び
付
く
も
の
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
餉

　
こ
の
仕
事
を
見
事
に
仕
上
げ
た
の
は
、
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

今
回
、
退
職
さ
れ
た
前
都
市
計
画
課
長
、
静

高
野
福
治
氏
で
あ
る
。
本
年
は
、
高
野
枷

氏
の
ほ
か
斎
藤
英
司
氏
、
半
沢
欣
治
氏
、
、

庄
子
慶
一
氏
の
各
課
長
を
は
じ
め
、
二

十
四
名
の
方
々
が
退
職
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
方
々
は
、
皆
、
こ
ま
や
か
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵

な
配
慮
を
も
っ
て
、
市
民
の
た
め
に
完
、

壁
な
仕
事
を
し
て
こ
ら
れ
た
。
満
腔
の

敬
意
を
表
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

※
チ
リ
穴
〔
塵
穴
〕

　
茶
庭
内
に
作
る
四
角
ま
た
は
円
形
の
，

穴
。
入
口
近
く
に
作
ら
れ
た
装
飾
的
な
剛

は
き
だ
め
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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わ
が
家
の
昧

へ
妙
診
且
勿
暫
申
シ
リ

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
入
り

　
　
　
　
　
　
野
菜
む
し
バ
ン

〔
材
料
〕
6
人
分

　
小
麦
粉
0
0
9
、
砂
糖
7
0
9
、
べ
ー

　
　
　
　
　

　
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
大
さ
じ
ー
、
み
そ

　
小
さ
じ
ー
、
牛
乳
0
0
㏄
、
グ
リ
ン
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
の

　
ス
ー
0
9
、
タ
マ
ゴ
2
個
、
カ
ボ
チ
ャ

　
0
　
　
　
　
0
　
　
、

　
1
0
9
～
1
2
9
　
玉
ね
ぎ
小
玉
％
個
、

　
チ
ー
ズ
5
0
9
、
塩
少
々

〔
作
り
方
〕

①
小
麦
粉
に
べ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を

　
入
れ
て
ふ
る
い
に
か
け
る
。

②
カ
ボ
チ
ャ
の
皮
を
む
き
、
玉
ネ
ギ
、

　
チ
ー
ズ
と
共
に
5
㎜
位
に
切
る
。

③
今
が
旬
の
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
、
塩
が

　
少
々
入
っ
た
熱
湯
で
少
し
固
め
に
ゆ

　
で
、
冷
水
に
と
り
、
水
切
り
す
る
。

④
タ
マ
ゴ
を
泡
立
器
で
か
き
ま
ぜ
、
①
、

横山　貞さん（越河）

　
　
②
、
③
と
共
に
牛
乳
を
入
れ
、
調
味

　
　
料
の
砂
糖
と
み
そ
を
加
え
る
。

　
⑤
好
み
の
器
に
8
分
目
ほ
ど
具
（
④
）

　
　
を
入
れ
、
湯
気
の
あ
が
っ
た
蒸
器
の

　
　
中
で
1
5
～
1
7
分
む
す
。

ニ
ゑ
ロ
ノ
ア
ナ
マ

ウ
ユ
ギ
よ
コ

い
モ
ピ
ち
し
ワ
あ
イ
ヘ
ゆ
げ
　
ト
ア
く
コ
ゴ
　

　
）∈乞∈芭ε色

　
中
国
を
経
て
伝
来
し
た
グ
リ
ン
ピ
i

色琶
ス
は
、
え
ん
ど
う
の
一
種
で
、
さ
や
の

で
の
豆
だ
け
を
利
用
す
る
品
種
至

琶
　
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
、
ビ
タ
ミ
ン
H
、

三
2
、

ご
B
　
鉄
分
、
水
に
溶
け
な
い
食
物
繊
維

「
一
］
が
豊
富
な
ほ
か
、
た
ん
白
質
、
ビ
タ
ミ

三
　
　
　
　
　
　
　
、

∈
ン
A
、
C
も
多
く
　
豆
類
の
中
で
も
栄

葛
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
野
菜
で
す
。

已　
『
　
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
、
初
夏
に
か
け
て

・
［
一
出
回
り
、
出
盛
り
の
四
～
五
月
に
は
、

。
一

已
美
し
い
緑
色
の
小
粒
が
春
の
食
卓
を
華

三
や
か
に
彩
っ
て
く
れ
ま
す
。

三「
』
一
　
調
理
法
は
、
塩
ゆ
で
し
て
冷
水
に
と

…
〕
る
と
色
よ
く
し
あ
が
り
ま
す
。
豆
ご
飯

「
一
一
に
す
る
と
青
み
と
甘
み
が
上
手
に
生
か

。
せ
ま
す
。

い
ご
－
一
「
↓
い
、
4
」
旧

㌦
ト
む
～
』
ー
ピ
∴

ヤ
、

じ
、
』
「

・

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
メ
モ
】

　
　
　
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
に
つ
い
て

　
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
の

　
　
　
選
び
方
・
保
存
に
つ
い
て

　
さ
や
が
折
れ
て
い
た
り
黒
ず
ん
で
い

な
い
も
の
で
、
む
い
た
豆
は
、
粒
の
そ

ろ
っ
た
色
の
濃
い
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
、
新
鮮
さ
が
生
命

な
の
で
早
く
使
い
き
り
、
残
り
は
ゆ
で

て
か
ら
冷
蔵
庫
へ
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

　（c、

　（上昇品目）

　　しょうゆ・食パン・バター・カレー

　　ライス・理髪料。パーマネント料・

　　灯油（店頭・配達）・レギュラーガ

　　ソリン・軽油・プロパンガス・炭酸

　　飲料
　（下降品目）

　　砂糖・サラダ油・小麦粉・マーガリ

　　ン・牛乳・ティッシュペーパー・ラッ

　　プ・洗濯用合成洗剤・即席中華めん

るヴゴヱしニドニドくごこごし　の　こロしじニドこロこにぽトむヂ ロ　　　　　　ナと　どロとトこごんこエロロニ
きニゴブこ

消費生活モニター調査結果調査年月，．平成、年、月、。，

　（上昇品目）

　　しょうゆ・食パン・マーガリン・カ

　　レーライス・理髪料・パーマネント
　　料・灯油（店頭・配達）・レギュラー

　　ガソリン・軽油・プロパンガス・炭

　　酸飲料
　（下降品目）

　　砂糖・サラダ油。小麦粉・牛乳・バ

　　ター・ティッシュペーパー・ラップ。

　　洗濯用合成洗剤・即席中華めん

嚇銀鶴

　　90．1

　117．1

　　77，2

　　87．6

　106．4

　　99，5

　97，8

　99．7

　955
　94．1

　83，0

醜薄
　　96．3

　118，9

　　91．3

　　91．2

　104，9

　　99，5

　　99、1

101．9

　　94．0

　　9玉．4

　　86，8

1D4．7

1228

122．！

104．1

105．7

1073

94，7

】Ol甲0

103．1

106．2

106．3

1041

1D5，7

104．1

94．7

1010

酸銀灘薙

　　263

　　263

　　378

　　225

　　141

　　184

　　222

　　368

　　132

　　204

　　783

　　466

　1，500

　5，333

　　627

　　654

　　121

　　67

　4，155

　　76

　　98

欝潟
　　246

　　259

　　320

　　216

　　　143

　　190

　　219

　　360

　　134

　　210

　　749

　　476

　1，517

　5，417

　　725

　　752

　　121

　　　70

4、282

　　　76

　　　98

今爲
　　237

　　3G8

　　292

　　197

　　150

　　189

　　217

　　367

　　126

　　192

　　650

　　496

1，683

5，583

　　770

　　799

　　126

　　　74

4、459

　　　了2

　　　99

厳鱒瞬鐵

　200
　倉44

　194
　162
　144
　158
　19β

　335
　80

　100
　498
　450

1，500

5，500

　723
　723
　】20

　70
3，81i

　61

　94

厳湖鱒署

　　252

　　470

　　459

　　240

　　160

　　203

　　280

　　391

　　152

　　247

　　855

　　580

　1，900

　6，000

　　803

　　835

　　129

　　77

　4，841

　　80

　　100

　麓　　　絡

上白穂1kg

上級濃ロ12ポリ容器入り

ポリ容器入り700g

薄力粉1㎏

並食1袋

ソフトカルトン入り225g

紙容器入り1，000cc

カルトン入り2259

400枚　（200組）紙箱入り

幅30㎝

濃縮小型洗剤1．5kg

並食1皿

小学生調髪

コールドショート

18’　（店頭価格）

18乏（配達料込l

l2現金

1ぞ現金

10㎡ぐ気体，

袋入り】ODg

缶入り350mI

　舐　拶

1、砂　　　糖

2．しょ　う　ゆ

3，サラダ油

4．小　麦　粉

5．食　バ　ン

6、マーガリン

7，牛　　　乳

8．パ　 タ　　ー

9，ティッシュペーパー

10．ラ　　ン　プ

11洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13理　髪　料

i4．バーマネント料

油15、灯

16．レギュラーガソリン

】7、軽　　　油

lBプロパンガス

慨則席中華めん

20炭酸飲料

爆
δ
零
δ
峯
δ
圭
墨
重
多
る
き
言
き
き
嚢
δ
奎
奎
垂
5
諸

国
民
年
金
・

国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
方
は

　
　
今
す
ぐ
ご
相
談
を
！

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
、
ど
う
し

て
も
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、
免
除
の
手
続
き
（
申
請
）

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
申
請
は
年
度
ご
と
に
行
う
も
の

で
、
平
成
二
年
度
一
か
年
分
（
平
成
二

年
四
月
か
ら
平
成
三
年
三
月
ま
で
）
の

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
五
月
末
日

ま
で
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

免
除
は
、
申
請
さ
れ
た
月
の
前
月
分
か

ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
で
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
方
は
、

今
す
ぐ
、
国
民
年
金
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

　
　
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
ご
自
分
の
年
金

保
障
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出

を
し
ま
し
ょ
う
。

障
害
基
礎
年
金
等
の

　
　
　
併
合
改
定
と
は
P

　
障
害
基
礎
年
金
・
旧
法
障
害
年
金

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
前
か
ら
受
け
て

い
る
障
害
年
金
）
の
受
給
権
者
に
、
さ

ら
に
障
害
等
級
一
・
二
級
に
該
当
し
な

い
程
度
の
障
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

前
後
の
障
害
を
合
わ
せ
て
障
害
の
程
度

を
改
め
て
判
定
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
の
障
害
程
度

よ
り
増
進
し
た
と
き
は
、
年
金
額
の
改

定
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
十
二
月
か
ら
実
施
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
前
に
発
生
し
て
い
る

軽
度
の
障
害
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
ま

す
。障害の程度が軽くな

り支給停止中の方

蟻灘懸灘
　　　十

、、鯵 砂障』贅、，

　　ウ
障害の程度が増進

　　ラ
支給停止を解除
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増
え
て
い
ま
す
〃

　
海
外
蔑
晶
先
鞠
激
引
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
引
な
勧
誘

　
ご
主
人
が
会
社
や
役
所
に
お
勤
め

で
（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
）
、

健
康
保
険
証
等
に
被
扶
養
者
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金

の
「
第
三
号
被
保
険
者
」
と
な
り
届
出

が
必
要
で
す
。

　
「
第
三
号
被
保
険
者
」
は
、
自
分
で

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
な
く
、
ご
主

人
の
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
負
担

し
て
く
れ
ま
す
。

　
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
金
が

現在、障害基礎年金

等を受けている方

　　十

　　ワ
障害の程度が増進

　　号
年金額の改定

　
　
事
　
例

　
「
よ
い
貯
蓄
方
法
が
あ
る
。
お
伺
い

し
て
説
明
し
た
い
」
と
電
話
が
き
た
。

　
聞
く
だ
け
な
ら
と
承
諾
し
た
が
、
訪

れ
た
二
人
は
「
A
ス
粗
糖
が
底
値
、
買
っ

て
お
け
ば
大
も
う
け
す
る
」
と
強
く
勧

め
る
。
断
っ
た
と
こ
ろ
「
債
権
を
担
保

に
お
金
は
借
り
ら
れ
る
。
今
が
大
も
う

け
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
執
よ
う
に
言
う
。

　
ま
た
「
法
律
で
契
約
は
営
業
所
で
す

る
き
ま
り
が
あ
る
」
と
車
で
営
業
所
に

連
れ
て
ゆ
か
れ
た
。
そ
こ
で
も
「
危
険

性
が
な
い
。
安
全
だ
。
絶
対
に
も
う
か

る
」
と
繰
り
返
し
い
わ
れ
、
委
託
契
約

（
基
本
契
約
）
を
し
て
し
ま
っ
た
。

　
す
ぐ
粗
糖
一
〇
枚
分
二
枚
七
（
U
万

円
取
引
額
七
〇
〇
万
円
）
を
出
す
よ
う

強
引
に
勧
め
ら
れ
た
が
、
そ
ん
な
大
金

支
払
え
な
い
と
断
る
と
、
今
度
は
最
低

一
枚
七
〇
万
円
の
買
注
文
を
出
す
よ
う

強
く
言
わ
れ
、
や
む
な
く
承
諾
し
て
し

ま
っ
た
。

　
帰
宅
後
、
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
業

者
の
強
引
さ
と
そ
の
場
の
雰
囲
気
で
契

約
し
た
と
悩
ん
で
い
る
。

　
詳
し
く
は
、

盈
二
五
－
二
一

市
民
課
国
民
年
金
係

二
（
内
線
）
一
三
七
へ
。

「
解
　
決

業
所
で
の
売
買
注
文
を
除
き
、
海
外
先

物
取
引
契
約
（
基
本
契
約
）
を
結
ん
だ

日
か
ら
十
四
日
後
で
な
け
れ
ば
顧
客
の

注
文
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定

が
あ
り
、
本
事
例
は
契
約
後
二
日
目
な

の
で
、
内
容
証
明
郵
便
で
解
除
通
知
を

出
し
た
と
こ
ろ
、
業
者
か
ら
「
営
業
所

で
の
契
約
な
の
で
応
じ
ら
れ
な
い
」
と

委
託
証
拠
金
七
〇
万
円
を
支
払
う
よ
う

に
言
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
回
避
の

た
め
に
虚
偽
説
明
を
し
、
営
業
所
で
無

理
や
り
契
約
さ
せ
た
事
実
が
あ
り
、
絶

対
も
う
か
る
等
禁
止
行
為
の
問
題
に
つ

い
て
業
者
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
基

鼎鼎鼎聯鼎鼎聯聯溜聯聯帽眠知1旧卜鼎岨陥腫G駐剛鼎絶枷聯鼎鼎一1鼎料曲隙

本
契
約
お
よ
び
買
注
文
の
解
除
に
応
じ
湘

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
最
近
、
家
庭
の
主
婦
が
ね
ら
わ
れ
て
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

い
ま
す
。
商
品
相
場
は
、
価
格
変
動
が
樹

激
し
く
損
失
を
伴
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
沿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

素
人
の
お
方
は
手
を
出
さ
な
い
方
が
賢
瞭

明
で
す
。

瞭
き
童
塁
婁
票
き
き
き
き
…
き
嚢
§
き
き
乱

　
　
こ
の
場
合
、
法
律
で
は
「
業
者
は
営

消
費
生
活
相
談
室

ゆ脚．
〆
　
【
　
ノ
岬

へ
％
～
／

も
矯
轡

ぎ
信
。

脚一鼎岨卜岨冊研1鼎量鼎珊

地
価
の
公
示

　
去
る
、
三
月
二
十
三
日
、
国
土
庁
よ

り
地
価
公
示
価
格
が
発
表
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
地
価
公
示
価
格
は
、
み
な
さ

ん
が
土
地
を
売
買
す
る
と
き
に
、
地
価

の
指
標
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

］
月
一
日
現
在
の
全
国
の
標
準
的
な
土

地
を
選
ん
で
、
地
価
（
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
）
を
調
査
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
市
内
三
地
点
の
地
価
公
示
価

格
は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
全
国
の
地
価
公
示
価
格
を
知

り
た
い
方
は
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
ご

覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
秘
書
企
画
課
企
画
係

盈
二
五
－
二
二
一
（
内
線
ご
二
三
㎝
ニ

ヘ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

攣
融
離

篇
砂

窃
力
薇

1．5km

1．4k皿

100m

縄羅の土地

蒲罵翼況

中規模の一

般住宅が多

い住宅地域

一般住宅が

多い住宅地
域

中低層の小
売店舗が建
ち並ぶ商業
地域

変i郷
寛鍵当珍価諮

％

4．7

器隻

　　　　円

35．400

纒熱
　　　　円

33、800

辮醗藤
白石一1

南町二丁目

2司8－5

2．124．80024，300

2．1174．000170．000

白石一2

寿山
20～16

18～3
9



10

ク
ラ
ス

紹
介
⑳
斎
川
小

探
険
大
好
き
！
三
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
川
小
三
年

　
私
た
ち
の
学
校
は
、
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
合
わ
せ
て
二
二
一
人
で
す
。

人
数
は
少
な
い
け
れ
ど
楽
し
い
学
校
で

す
。
斎
川
小
の
校
舎
は
、
昭
和
三
十
一

年
に
で
き
ま
し
た
。
三
十
四
年
た
っ
て

い
る
古
い
木
の
校
舎
で
す
。
今
、
新
し

い
校
舎
を
建
て
る
工
事
が
少
し
ず
つ
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

つ
ま
っ
た
校
舎
を
こ
わ
す
の
は
・
さ
び

し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
シ
サ

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
元
気
い
っ
ぱ

い
で
す
。
男
子
が
十
六
名
、
女
子
が
九

名
で
す
。

　
四
月
十
一
日
、
ぼ
く
た
ち
三
年
生
は
、

盤
灘
　
　
　
』
　
　
髪

岬》帆
’

駕
雪

写

村
上
幸
敬
・
古
山
真
由
美

　
か
っ
ち
ゅ
う
と
う
　
　
　
お
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ご
た

「
甲
胃
堂
」
　
「
鬼
ず
る
す
石
」
「
孫
太

ろ
う
む
し
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
せ
つ
　
　
た
ん
け
ん

郎
虫
」
な
ど
の
伝
説
を
探
険
し
に
行
き

　
　
　
　
　
　
　
む
か
し
　
　
て
ん
せ
つ

ま
し
た
。
斎
川
に
は
、
昔
の
伝
説
が
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
か
っ
ち
ゅ
う
ど
う
　
　
か
え
で

ぱ
い
あ
り
ま
す
。
　
「
甲
冑
堂
」
の
楓
と

は
つ
ね
　

ぞ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ね
ん
か
ん

初
音
の
像
が
き
れ
い
で
し
た
。
記
念
館

　
　
　
ほ
ん
も
の

に
は
、
本
物
の
よ
ろ
い
が
あ
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ご
た
ろ
う
む
し

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
　
「
孫
太
郎
虫
」

　
く
す
り

は
薬
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
が
だ
だ
を

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お

こ
ね
た
時
飲
ま
せ
る
と
治
る
と
言
わ
れ

　
　
　
　
　
お
に

て
い
ま
す
。
　
「
鬼
ず
る
す
石
」
は
大
き

く
て
、
と
て
も
ぼ
く
た
ち
で
は
動
か
せ

な
い
す
ご
い
石
で
し
た
。
帰
り
道
は
、

　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
と
う

近
く
に
住
ん
で
い
る
貴
宏
君
が
先
頭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

な
っ
て
行
き
ま
し
た
。
疲
れ
た
け
れ
ど

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
と
う

一
生
懸
命
歩
き
ま
し
た
。
本
当
の
遠

足
み
た
い
で
し
た
。
三
年
生
の
初
め
は

と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
。

　
千
葉
先
生
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な

　
　
　
　
　
　
し
　
あ
い

の
で
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
し
ま
す
。
雅

俊
君
と
友
春
君
の
シ
ュ
ー
ト
は
と
て
も

強
い
で
す
。
泰
裕
君
、
浩
司
君
、
幸
太

君
も
よ
く
パ
ス
を
し
ま
す
。
女
子
は
、

最
初
は
こ
わ
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

れ
ん
し
ゅ
う

練
習
を
し
て
な
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に

や
よ
い
さ
ん
の
シ
ュ
ー
ト
は
す
ご
い
の

で
ゆ
だ
ん
す
る
と
男
子
の
方
が
弱
く
な

り
そ
う
で
す
。

　
み
ん
な
で
こ
の
古
い
校
舎
を
大
切
に

し
て
、
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
小
原
温
泉
の
駐
車
場
か
ら
伝
統
こ
け

し
工
人
本
田
亀
寿
氏
宅
わ
き
の
小
原
温

泉
遊
歩
道
を
下
っ
て
ほ
ど
な
く
、
釣
橋

の
手
前
に
急
な
石
段
が
見
え
て
く
る
。

　
湯
の
上
薬
師
堂
は
杉
木
立
の
中
に
つ

つ
ま
し
や
か
に
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い

た
。
勧
請
は
不
明
だ
が
、
き
っ
と
古
く

か
ら
小
原
温
泉
に
遠
路
や
っ
て
来
る
湯

治
客
か
ら
厚
い
信
仰
を
集
め
、
お
堂
も

温
泉
の
栄
枯
盛
衰
を
暖
か
く
見
守
っ
て

き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
尊
の
薬
師
如
来
立
像
は
、
七
寸
五

分
。
恵
心
僧
都
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
お
堂
に
は
一
額
の
珍
し
い

．
灘
騨
、

7
攣
〆
編

謙麟審複
翻

∞甲

猛
浄
　
論

鞭
賦

燃
総
響

絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は

「
旅
館
か
つ
ら
や
」
に
保
管
さ
れ
て
あ

る
和
算
絵
馬
「
最
上
流
算
題
四
ケ
條
」

が
そ
れ
で
あ
る
。

　
明
治
・
大
正
の
和
算
家
高
橋
圓
三
郎

積
胤
の
門
人
で
小
原
在
住
で
あ
っ
た
佐

久
間
平
吉
と
い
う
人
が
四
つ
の
問
題
を

解
い
た
こ
と
を
記
念
し
、
薬
師
堂
に
奉

納
し
た
も
の
で
あ
る
。
4
0
×
6
0
㎝
の
木

板
に
墨
書
で
計
算
式
が
書
き
込
ま
れ
、

彩
色
ま
で
施
さ
れ
て
い
る
。
平
吉
が
解

答
で
き
た
時
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
だ
。

　
最
上
流
は
山
形
の
人
会
田
算
左
衛
門

安
明
が
開
祖
で
、
若
い
頃
江
戸
で
和
算

を
修
業
し
、
関
流
（
当
時
日
本
で
一
番

勢
力
の
強
か
っ
た
和
算
の
流
派
）
に
対

抗
し
て
最
上
流
を
名
乗
っ
た
。

　
こ
の
湯
の
上
薬
師
堂
は
ま
た
刈
田
霊

場
第
二
十
九
番
札
所
に
な
っ
て
お
り
、

次
の
よ
う
な
御
詠
歌
が
あ
る
。

　
を
ば
ら
な
る

　
　
い
で
ゆ
の
し
る
し
　
し
る
け
れ
ど

　
　
　
い
か
で
み
の
り
に

　
　
　
　
　
　
た
ぐ
ふ
べ
き
か
は

．
、
嶺
潔
辱
毒
縷
鎌
、

　
　
、
、
毒
パ
　
餅
、
　
　
　
髄

　
　
　
吻
霧
鑛
笏
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
　
辮

．
懸
義
撫
之

舞

ア
イ
ド
ル

囎駒わが家の
～“・

蹴

距
「

⑨
⑤
㊥
魯
⑤
⑤
◎
⑱
轡
⑤
偲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒔

州、’

滋調嚇

㊥
瀞
轡
⑤
⑨
⑤
㊥
轡
⑤
㊨
⑱
窃
㊨
◎
㊥
轡
⑤
窃

　
，
－
，
・
－
～
々

認
津
魯
り
　
・
ー
ヰ
ー
『
音
容
小
許
ヤ
∵

幡
市
民
文
芸

川
股

1　野口　義成君（福岡）
，

　　　義男さん、里美さんの次男

　ママからひとこと

　“お父さんみたいに強くてやさしい

1　人になってください”

1　パパからひとこと

1　“元気でたくましく育ってほしい”

⑱⑤⑤轡翻㊨趨㊥⑱⑨⑤轡

戸
閣
F
　
　
　
　
　
g
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
白
戸
∵

r
　
　
　
p

㌦

F
ー
ソ

畠
ギ

　
　
　
鷲
眞
向
ふ
山
の
上
に
あ
り
梅
の
鞭
繕

　
　
　
春
め
き
し
庭
に
遊
べ
る
園
児
ら
に
心
和
み
て
投
票

兵
三
選

｛
．
、
街
に
住
む
子
に
届
け
ん
と
春
の
陽
を
豊
か
に
浴
び

郵
し
青
菜
摘
み
居
り
　
　
山
田
濱

穐
佛
壇
を
清
め
父
母
や
は
ら
か
ら
の
在
り
し
日
思
う

恥
彼
岸
近
き
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

皿
日
に
増
し
て
春
立
つ
野
辺
の
明
る
さ
に
夫
は
田
畑

午
の
春
肥
確
か
む
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
栄
子

㌣
卒
業
の
記
念
に
貰
ひ
し
置
時
計
時
を
刻
み
て
今
宵

幸
雪
降
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

．
丁
野
の
花
を
首
飾
り
に
と
せ
が
む
児
の
背
に
や
さ
し

恥
く
そ
よ
風
吹
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

燭
　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
下
る
に
つ
れ
て
ほ
の
か
な
香
出

揖
口
に
近
く
花
屋
あ
る
な
り
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

一
確
定
申
告
の
初
日
人
影
ま
ぱ
ら
に
て
税
務
署
員
が

　
朝
茶
ふ
る
ま
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

西
り
白
、
　
r
搾
管
寧
日
－
ア
晋
雪
浴
、
．
、
凶
n
－
暗
努
碧
　
　
　
宿
容
謄

に
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
重
子

寒
椿
ち
り
敷
く
土
手
に
ひ
と
り
来
て
移
り
住
み
来

し
三
年
を
思
う
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
祐
子

「
評
」
歌
は
鑑
賞
す
る
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

気
負
い
な
い
自
然
の
感
情
を
素
直
に
表
現
さ
れ
た

も
の
に
好
感
が
持
て
ま
す
。
作
品
の
根
底
に
作
者

の
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
る
も
の
で
す
。
数
多
く

あ
る
言
葉
か
ら
最
も
適
し
た
言
葉
で
自
分
の
感
情

を
表
現
す
る
こ
と
も
楽
し
い
作
業
で
す
。

鈴
木
貞
二
選

寒
戻
り
ふ
た
た
び
凍
る
山
の
滝
　
　
佐
藤
　
善
夫

銘
菓
展
活
け
花
展
も
午
祭
　
　
　
　
若
桑
源
治
郎

み
ち
の
く
は
啓
蟄
の
日
の
小
雪
と
ぶ
三
浦
　
愛
嶺

’

「春のオモト」

孝宏（白川小4年浦山

う艦る0ケツサワ

連
凧
や
蔵
王
の
峯
を
高
く
せ
り

松
葉
杖
つ
い
て
試
歩
す
る
春
の
雨

雨
上
り
緑
が
岡
の
う
す
霞

啓
蟄
に
篭
り
て
ゐ
し
が
窓
開
く

あ
ぶ
く
ま
の
岸
の
畑
の
桑
芽
吹
く

梅
林
郵
便
バ
イ
ク
走
り
す
ぐ

雪
な
く
て
蔵
王
嶺
讐
ゆ
梅
日
和

（
評
）
一
句
目
、

さ
に
ま
た
凍
っ
て
い
る
。

　
二
句
目
、

　
三
句
目
、

〇
五
月
の
例
会
は
、

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

一
吹
κ

、　ヤゆヂ　

漁、。

勅
使
瓦
令
造

近
内
　
キ
ョ

日
下
　
青
城

佐
藤
　
周
子

赤
間
た
か
子

草
野
　
美
沙

　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

冬
か
ら
解
放
の
滝
も
、
戻
る
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
つ
ま

銘
菓
展
も
活
花
展
も
賑
う
午
祭
。

土
を
出
た
小
虫
に
小
雪
が
と
び
交
う
。

　
　
　
五
月
二
十
七
日
（
日
）
中
央

鈴
木
誤
差
選

学
生
を
や
っ
て
い
ま
す
と
よ
く
遊
び
小
関

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
音
に
合
わ
な
い
木
挽
唄
斎
藤

、
γ
・
￥
d
？
ー
ケ
「
乎

“
目
侍
1

平

吉侑

“
毒
轡

ダ
ン
’

　
　
　
才
雛

　
　
　
・
賓
斑
　
、

　
　
チ
幾
態

借
麺
響
轟

　
褻
　
　
　
偏

鞭
慧
受

　
弘

彫

昇
憤

「
と
び
ば
こ
が
と
べ
た
ぞ
」

　
　
　
我
妻
さ
や
か
（
白
一
小
2
年
）

入
学
式
マ
マ
の
ピ
カ
ピ
カ
競
い
合
い
佐
藤
　
武
雄
「

心
臓
が
動
い
て
今
日
も
無
事
に
暮
れ
暁
　
　
夢
子
・

口
動
く
う
ち
が
花
だ
と
院
で
知
り
　
大
槻
　
愛
子
、

宣
伝
カ
ー
宣
伝
も
せ
ず
突
走
り
　
　
斎
藤
夢
太
郎
・

ラ
イ
バ
ル
ヘ
カ
ん
で
み
せ
る
お
饅
別
佐
藤
　
喜
柳

買
う
気
な
い
客
も
吸
い
込
む
自
動
ド
ア
草
野
　
　
清
F

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
孫
の
ご
と
く
に
可
愛
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
昭
男
・

ボ
ケ
と
い
う
ド
ラ
マ
に
君
は
の
め
り
こ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
孫
太
郎
・

　
（
評
）
一
句
目
、
日
本
の
大
学
は
、
入
学
す
る
の
ン

が
大
変
だ
が
、
入
っ
て
し
ま
う
と
至
極
の
ん
び
り
－

青
春
を
謳
歌
で
き
る
楽
園
で
あ
る
。
二
句
目
、
木
層

挽
唄
は
、
昔
な
が
ら
の
鋸
で
木
を
倒
す
と
き
に
最
，

も
ふ
さ
わ
し
い
唄
で
あ
ろ
う
。

　
〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
※

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
一

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町

　【番

一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

2
・

・
η
　
　
　
　
　
　
ジ

伶
・
∵
鳥
　
　
　
∵
ー
，
臼
二
＝
い
∵
・

11



12

翻
驚
懲
燦
礫
験

　
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
高
額
療

養
費
に
該
当
す
る
場
合
は
、
保
健
衛
生

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
院
等
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
で
、
同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同

じ
病
院
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
、
次
の

金
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
額
を
国

保
が
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
か
ら

払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

○
自
己
負
担
限
度
額
五
七
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
三
一
、
八
O
O
円
）

○
多
数
該
当
世
帯
　
三
三
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
二
二
、
二
〇
〇
円
）

（
）
内
は
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証
、
印
鑑
、
領
収
書
、
口
座
番
　
●

号
（
世
帯
主
の
口
座
）

　
詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課
奮
二
五
－

二
一
一
一
（
内
線
）
六
〇
五
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＼
　
、
額

　
　
　
輪
！

　
　
支

31，800

　　　　円

支

57，000

　　　円

賦
－
．
9

ヒロロ　ロぷ

國圏

麻
し
ん
、
M
M
R
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種

　
幼
児
に
対
す
る
麻
し
ん
（
は
し
か
）

●
の
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
に
よ
り

　
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
た
ふ
く

　
か
ぜ
の
予
防
接
種
は
任
意
に
よ
り
接
種

”
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
M
M
R
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
麻
し
ん
、

・
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
の
新
し
い
三

・
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
元
年
四
月
か

ー
ら
麻
し
ん
の
定
期
の
予
防
接
種
を
実
施

’
す
る
と
き
に
申
し
出
れ
ば
、
M
M
R
ワ

　
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

、
渇
、
ず
ヴ
ン
“

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
M
M
R
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
麻
し

ん
の
予
防
接
種
の
み
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
際
、

M
M
R
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る
方
は
、

次
の
医
療
機
関
で
接
種
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課

智
二
五
⊥
二
一
一
（
内
線
）
六
〇
三
へ
。

、
婁
．
浮
妄
，
》
募
，
乏
斗
ピ
》
ぜ
多
芝
集
㌘
妄
》
多
妄
尊
ぎ
虜
～
愛
季
岱
拳
差
箒
3
黍
妄
ぷ
望
ぶ
’
”

’容ソ5氏蛛厚琳ご撃融緑』；翠躍曾二ち融弾享晋マ瀦な求諺被『’ご境ソ瀞拓鉦，謎嘉マ　ゴ，・∫

》

享

お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

♂ジfvし乳タ伊触ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧

白
石
市
斎
川
字
荒
屋
敷
下
四
三
　
　
冠

　
　
　
　
　
佐
藤
ふ
さ
の
さ
ん
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愁

　
　
　
　
　
去
る
四
月
三
日
、
九
十
九
歳
の
誕
生
”
・

　
　
　
　
日
を
迎
え
ら
れ
た
佐
藤
ふ
さ
の
さ
ん
巣
竺

　
　
　
　
川
井
市
長
が
賀
状
と
記
蕊
の
純
金
巻

　
　
　
　
を
贈
り
、
ふ
さ
の
さ
ん
の
白
寿
を
祝
い
必

　
　
　
　
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
健
康
の
ひ
け
つ
は
草
む
し
り
な
ど
で
魍

　
　
　
　
体
を
動
か
す
こ
と
．
「
写
真
と
る
ん
だ
．
聾

　
　
　
　
た
ら
羽
織
持
っ
て
き
て
〃
”
。
」
と
、
お
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竺

　
　
　
　
し
ゃ
れ
で
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
鷲

”

峯
《
肇
㌘
疹
浮
茅
李
夢
疹
》
き
萎
ソ
葦
寧
毫
髭

（麻しん、MMRワクチン）予防接種委託医療機関

　　電　　繕

0224－25－2145
0224－26－2653
0224－25－7836
0224－25－2210
0224－25－8301
0224－25－0088
0224－32－2111
0224－32－2101
0224－37－2002

薩嬢機関嶺
院　
院
　
　
院

病
疾
［

　
　
医

合　
科
　
　
科

綜　
外

　
　
児

田　
形

　
　
小

　
整

メ
　
　
藤

　
藤

立
ム
加
蜘

柿崎小児科医院
夏理　，1医院
やまや婦人クリニック

大泉記念病院
内方内科医院
七ケ宿診療所

（麻しん）のみ予防接種委託医療機関

　　電　　懸

0224－25－2822
0224－32－2002
0224－32－2203
0224－25－2736

馨療機闘艦
白石今野病院
佐藤内科医院
武　田、．医　院
水野内科グリー．ッ汐

自
転
車
の
盗
難
予
防
と

　
　
　
　
　
交
通
事
故
防
止

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
自
転
車
を
利

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
自
転

車
を
楽
し
く
安
全
に
利
用
す
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
▼
目
転
車
の
盗
難
防
止

・
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
鍵
は
必
ず
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
▼
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

・
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ
；
キ
等
自
転
車
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
信
号
を
守
り
、
一
時
停
止
・
安
全
確

認
を
行
う
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

・
並
列
進
行
や
二
人
乗
り
の
危
険
な
走

行
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　件
800

1器

iii匪
1認

0

人　平成元年度中の自転車事故（県内）

・
そ
の
他

高
齢
者

中
学
生

小
学
生

幼
児

市民ひとり1学習1スポーツ！公罠館だより

命16ミリ映写機

　　　　　操作技術講習会

　16ミリフィルムの映写技術を習得

するもので、終了者には認定証が与

えられます。

・期日　6月4日（月）

　　　　　～6月6日（弱　3日間

　　　午後5時30分～午後9時
・会場　白石市中央公民館

※詳しくは中央公民館盈24－5377、

　26－2453へ。

魏

’

輸鯉のぽりをご寄付ください

　中央公民館・児童館などが主催し

て恒例の『第14回子どもまつり』

を、6月3日、益岡公園で開催いた

します。その際、会場に鯉のぼりを

揚げ、盛り上げたいと思いますので、

ご寄付お願いします。

　なお、鯉のぼりは、中央公民館へ

お持ちいただくか、電話等でご連絡

ください。

白石市中央公民館茎聖中央公民館事業実施計画∠＝ニコ
　　　　　　　　　　（太字は新規事業）
司　　　事　叢　艦　　撫睡　場　筋

⇔集まれ〃元気な子

　　第14回『子どもまつり』

　少年の豊かな人間形成と相互の交

流を深めるため『子どもまっり』を

開催し、野外活動やレクリェーショ

ン等を行います。

・日時　6月3日（日）午前8時30分

・会場　益岡公園西側芝生広場

　　　（雨天のときは中央公民館）

・対象者　市内各小学校1～6年生

［二二二7平成2年度

益岡公園
中央公民館他

歩行者天国広場

東中学校
中央公民館

南　蔵　王

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館他

中央公民館他

中央公民館他

市　　　内

6月3日

5～1月

8月14日

8月26日

9月6日

月4～6日

1月15日

5～7月

9～11月

9～11月

6～12月

6～12月

6～12月

6～3月

6～3月

6～3月

5～11月

5～11月

4～3月

　　　事　　叢　　艦

◎青少年対象事業、曜・

第14回子どもまつり

わんぱく少年教室

夏まつり子ども広場

子ども会ソフトボール汰会

名作映画鑑賞会

少年スキー教室

成人式

◎婦人対象事業

はじめて3歳児をもっ母親学級

家庭教育（思春期）学級

明日の親のための学級

料理講座

エアロビクス講座（昼の部）

エァロビクス講座（夜の部）

婦人軽スポーツ専門学校

七宝焼講座

力ルチャーレディスカレッジ

◎高齢者対象事業

高齢者大学

高齢者大学研究室

高齢者人材活用事業

場臼魏

中央公民館

中央公民館

中央公民館・東中

南　蔵　王
中央公民館・

市営球場
蔵王山頂
白石川緑地
陸上競技場
中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

ゴルフ練習場

中央公民館

中央公民館

申央公民館

中央公民館他

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

4月16日

月4～6日

6月24日

7月1日

7月15日

9月30日

10月10日

月1～5日

2月3日

月20～25日

6～3月

5～6月

6～12月

6月23日

6～3月

6～11月

6～3月

6～10月

6～12月

6～3月

6～3月

　　　箏　　叢　　艦

◎一般市民対象事業

公民館利用説明会

16ミリ映写機操作技術講習会

白石地区球技大会

高山植物観察会

ふるさとスポーッ祭

蔵王清掃登山

第62回白石市民体育大会

第20回市民文化祭

新春囲碁将棋大会

第10回公民館まつり

（畿謹難鰹事戯会）

社交ダンス教室

ゴルフ教室

詩吟講座

中田喜直とともに

墨絵講座

白石ルックルックセミナー

童謡。唱歌を口ずさむ集い

押し花講座

バドミントン講座

陶芸講座

英会話講座

13
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●学校栄養士（臨時）を

　　　　募集します
○募集人員　1名

○募集条件　栄養士の資格を有し、

　市内に居住する方

○受　　付　5月1日（火）から

（⊃申込場所　白石市教育委員会

○勤務時間　8時30分～17時

○賃　　金　日額4，600円

　詳しくは、市教育委員会岱25－

2111（内線）413へお問い合わせ

　ください。

O自衛官を
　　　　募集しています

○応募資格　18歳から25歳未満

　あと半年で18歳になる方も応

　募できます。

○身分　特別国家公務員

○待遇　初任給　121，000円

　　9か月で、1等陸・海・空士

　に昇任し、10，400円アップ。

　防衛庁職員給与法により定期昇

　給年1回、賞与年3回（5．1か月分）

○勤務

　通常8時～17時
　土曜日　8時～12時

　第2・4土曜、日曜日、祝日は
休みです。

　詳しくは、市民課智25－2111

　または、大河原募集事務連絡所

岱0224－53－2185へお問い合
　わせください。

●陸上競技公認審判資格

　認定受講者を募集します

○日時5月12日出13時30分～16時

○場所白石市中央公民館第2研修室

○講師宮城陸協審判委員長

　　　　　和泉繁次氏
○受講資格　陸上競技に関心のある

方（年齢、性別は問いません）

○受講料　1，000円　当Fl受付にて

○申込先・期日

　白石市教育委員会体育振興係費25－

　2111（内線）411、5月10日まで

Cl主催・共催　白石市陸上競技協会・

　自石市教育委員会

●宮城県不忘園職員

　　　　二次募集について

・職種および人員

　介助員若干名
・受験資格

　（1）昭和41年4月2日から昭和47

　年4月1日までに出生し、高校

　卒業以上のもの

　（2）特に健康なもの

・試験

　第一次試験　5月17日内10時～

　　　　筆記試験（作文・教養）

　第二次試験　5月23日（掬10時～

　　　　面接・適格性

・受付期間　5月7日～5月12日

・受付時間

　平日　8時30分～17時

　土曜　8時30分～12時

　申込用紙を不忘園庶務課から受け

取り、必要事項を記入のうえ提出し

てください。詳しくは、不忘園庶務

課智0224－25－3518へお問い合わ

せください。

●市営住宅入居者

　　　　　　募集について

○第一種住宅（収入基準162，000円）

団地名

新館

寿山

型式

3DK・3K

3K

家賃（敷金は3月分）

3、000～3，500円

3，300～3，500円

戸数

8戸

7戸

○第二種住宅（収入基準100，000円以下）

団地名

緑が丘

新館

寿山

型式

3DK

3K

2K

家賃（敷金は3月分）

14，500～16，500円

10，500～12，600円

5，100円

戸数

10戸

7戸

1戸

建設課で随時先着順に受け付けて

います。　　　　　（4月20日現在）

詳しくは、建設課住宅係智25－2111

〔内線）262へお問い合わせください。

　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　→

　　　　　　　’．羅繍‘’

　　‘華　　鱒、

棚本ζけしコノク擁

1　3日午前8時45分からオープニングi

lセレモニーがあり、展示場・即売場・
1各先着5・名に記念品が贈呈されま淵

　種別二第1部　伝統こけし
　　　　　　　　　　　　　1　　　第2部新型こけし
　　　第3部創作こけし

　　　第4部　木地玩具　　　　、

i　　　　第5部　ロクロ応用木製品
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　轟癒撮麺藪づ≧り。
覧』∫三』明無一7目1一

、塾鱗職璃轟轟織嘩，㍉
乾麺類の展示・販売

白石温麺食堂の開設

白石温麺把当てクイズ　　　　　　1

白石温麺つかみ取り

白石温麺製造工程展示　　　　　　I

l傘魯本テレホンカートまつり

　　　　　　51月3、日’）．5貝

　AM脚0－P巌・5：00N↑珀禧勤

r
テ レホンカードオークションの開催

テレホンカード交換会・販売会　　

テレカプリンターによるカードの販

売、その他数多くの催しがありま凱・

　自拓市民春、まづP弘、話

●前夜祭（5月2日PM．7：00～）

　　　　　　　＜益岡公園＞
　○光の白石城再現　　　　　　　　！

　○太鼓の競演

　　梁川権現太鼓、郡山萩太鼓

　　七ケ宿峠田太鼓、不忘のぶち

　　合せ太鼓
　○子供向けイベント

●大パレード（5月3日AM．10：00～）

　　　　　　＜第一小～駅前＞
　○神明社神輿　○太鼓山車行列

　○稚児行列　○大人・子供みこし

　○ディスコカーニバル

　○フリーマーケット

　6もちっき大会　つ子供広場

●郷土芸能（ド3日～4日

　　　　PM．7：00～PM．9：00）

　　　　　　　＜益岡公園＞

婦人の．家からン

〈特別講座受講生募集〉

砂みんなで歌‘、まぜんか1

　前回の冬の歌につづいて、春か

ら初夏の歌を！

・日時　5月18日團午後6時30分

　　　～7時30分

・講師　米沢　時子先生

・募集人員　20名

重自撚観察簿座

　山の中を歩きながら、自然をじ

かに観察してみませんか！

　～春は、小鳥が最も

　　　　美しく鳴く季節です～

・日時　5月29日（幻　午前9時～

　　　午後2時30分（雨天決行）

・場所　福島市小鳥の森

・集合場所・時間

　白石市役所庁舎前午前8時50分
・定員　25名（定員になり次第締切り）

・参加費　700円

・その他昼食持参、歩きやすい服装

　5月の休館日

　3。4・5。7。13・21・27日

、ぶれあい益岡城
（勤労青少年ホームの愛称） 受講生・会員募集

◎定期講座　4月～平成3年3月　◎クラブ・サークル

講座省　　曜

月　
流

踊
柳

繍
碑
』
看

本
派

日
直

洋　　裁・

書　　道　・

火道
流

　
家

　
千

　
裏

茶

料　　理

社交ダンス

華道池坊　　木

華道小原流　　金

民　　謡

着　　付

蒔醐

18：30～

19：00～

18：30～

19：30～

18：00～

19：00～

18＝30～

定員

15名

20名

15名

25名

敷
各
臨

20名

15名

残糊費負担磁

負600円

材料代

実費

教500円

代
円

子
oo

菓
4

材料代

実費

無料

代
費

材花
実

花材代

実費

無料

無料

詩骸鞠

扇子、ゆかた

1枚

裁縫道具一式、

筆記用具

書道道具一式

講座の中で説

明する

米約1合

上履き

（最初は運動

靴でも可）

花ばさみ、

筆記用具

花ばさみ、

筆記用具

歌集
（1，000円）

長
裾
　
式

　
　
散
一

甑
鳳
幅
物

着
肌
半
小

ル
　
　
他

一
織
賦
の

ウ
揺
よ
そ

名　黄 曜

リコーダー・

コンソート　　　火

ホウ1ノング

同　好　会

時聞

19：00～

　18；00
　†一ム集合
水

卓球クラプ　　　木

土
会う

称
た
仮

・
つ

日ス
プ

ニ
テ
ラ

式硬
ク

月
と
木

木
ス

ロ
一

ア

エ
サ

白葎輝ミント7

ク　ラ　プ

英語研究会

19＝OO～

19：00～

白石中

19：00～

福岡小

19二30～

　19＝00～

　21＝30
　大平小

月　19：00～

月額盗讐か鍔

料無

’卜巾子生時代Lの、いた

あの笛〔リコーゲー、の

透明感に満ちた『・一モ

ニーを味わrてみませ

ゲーム代・鞭をビ！に

靴代実費　　ふつけよろ！

料無

代
費

譜楽
実

約

工，000円

有

2、OOO～

2，500円

約

1，000円

無料

手ふらて珠ても直く出
柴ちゃろ、この気軽さ
ウ・おすすめ！　本絡派

曙には県槍煉北
大会も毒る〆．

f・ブスを■一iアて
歌ってみませんか。

テニスを通して、コミ

μニケー，3ンの輪を

広げてみませんか【初

心者、歓迎！

＊申込・問合先

雪24一鵬9半沢

＊申込・問合先

鴛25－OI45八巻

＊申込・問合先

雪困一4・130菅原

かたこと英茜吾から

　始めよう！

囹利用するには……
①ホームに来て登録し、利用証をもらう。

②希望する講座・サークルに入会する。

③利用者会（イベントの企画・運営を担当）に入会する。

※講座。サークル以外にも、トレーニングや読書、音楽

鑑賞など個人利用もできます。

囹登録資格……
市内に居住または、勤務（求職中も含む）している方。

囹開館時間　午後1時～9時

囹休館日日曜、祝日、12月28日～1月4日

自石市勤労青少年ホーム　白石市益岡町1番16号

　（白石城肚益岡公園内）　雪（0224）25－3720

，漸L

p
セ
『
－

－
鵡
謡

図書館からのお知らせ、
．rイヘの貸L旧り経録番号の

　　　　書きかえをしています

　新年度から本の貸出し登録番号の

書きかえを行っています。（子ども

読書室も同じです。）

　書きかえは、備えつけの用紙に住

所、氏名、電話番号を記入し、提出

してください。初めて利用される方

でも受付で登録の手続きを済ませる

と、すぐ本を借りられます。

　移動図書館こまくさ号でも書きか

えを行っていますので、忘れずに手

続きをしてください。

☆春の野草展を

　　　　俳11崔します

o日時5月11日㈹13時30分～16時

　　　　12日（土）9時～16時

　　　　13日（日〉10時～15時

o場所白石市図書館2F文化室

o主催白石植物愛好会

☆図書館利用案内　　　　　　　　　　　○休館日

○開館時間　　　　　　　　　　　　　　　5月3日㈱、4日㈱、5日㈱、

　月～土曜日　9時～4時55分　　　　　31日（月末整理日）

　日曜日　　　10時～4時　　　　　※白石市図書館　盈　26－3004

　　　　　新着図書案内（抄）
求聞持聡明法秘伝　　　　　桐山靖雄
禅の心がわかる本　　　　熊沢道龍
汽車旅ベストコース　　　　種村直樹
地球の歩き方・ソ連

　　　　　地球の歩き方編集室編
日本騒動事典　　矢代和夫〔ほか〕編著
地球大の視点から見た大国日本の役割

　　　　　　　P　H　P研究所編
肉体の時代　　　　　　　　上野昂志
ゆとりの時代へ

　　　　完全週休2日制土曜日を社
　　　　会の休日とする推進会議編
健康革命　　　　　　　　　帯津良一
老いのしくみ　　　　　　浦澤喜一
漢方の威力　　　　　　　　　　週刊朝日編

「地球汚染」を解読する　　坂田俊文
あなたの靴大丈夫？　　　　栗田さっき
もっとも大切な3歳までの

　育て方・しつけ方　　　松原達哉
健康で長生きするための手軽にできるヘ
ルシーメニュー　　印南　敏・永山スミ

東北の望ましい未来　　　　通商産業省

　　　　　　　東北通商産業局編
ライスパワー　　　　　豊藏．康博

おりがみ新世紀

木の遊具

ガラスの地球を救え

運命
風と雲の街
黄金の悪夢
金木犀の薫る街
みちのく王朝謀殺事件
華やかな魔獣
赤い旅券
極秘・終生免疫計画
引越貧乏
崖っぷちからのはがき

笠原邦彦
中林　　影

手塚治虫

藤原てい
西村寿行
安部譲二
南部樹未予

中津文彦
平岩弓枝
井上　　淳

石田一正
色川武大

　　　　　キヤリーフイッシヤー

アルプスのハイジ　　　　　ス　ピ　リ
天国からの手紙　　　　　　名木田恵r
ふしぎの国のアリスの算数パズル

　　　　　　　　　山崎直美
おとうさんという男　　　　 占山とし

　　　　子どもの本　　　 謡

トマト先生のくしゃみ　　　北村けんじ　勇

ごみんなの図書館㎜　
14
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　白石市バレーボール協会創立30周年記念式典

　4月15日白石市バレーボール協会創立30周年を祝い、

記念式典が行われました。当協会に加盟しているのは9

チームで、白石クラブが15回も全国大会に出場するな

ど、これからの活躍がますます期待されます。

お乙らぜコーナー産

　　まちの話題
　　　交通安全パレード・ふれあい広場
　4月15日、県警音楽隊、カラーガード隊、安全協会

会員によるパレードが行われ、また白石駅前広場では、

交通遺児チャリティーバザーや、ラジコンカー安全運転

競技などが行われ、市民に交通安全を呼びかけました。

　　　　　　勘　於．葦．　　　　弾辮釜1
　　　　　　　　　　　　　　　　　麗畿　季

　　　醸翻。警∫1雪　．　．笠；f
　　　、粥～　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ厚
　ρ　　　　　　　　　　奪　　　　　　》　難　髭　　鯵

1　＿欝魏鮮
嚇　　　講　．．．．・戸。．．、謡誠韓

　　　　．羅曜いン輪　　　　　　　　　　　　　　　　　　彊

鷺峯・，』亭 ，．恥 蟻、き蕎』蓄ボ＾｝‘、緊

　　白石北ロータリークラブ創立20周年記念式典

　　4月15日、白石蔵王パレスホテルにおいて、白石北ロー

　タリークラブの創立20周年記念式典が行われ、合わせて

　200台の一輪車が市内各小学校に贈られました。

聾，f顧

鞭

難二5　へ

噛雛　、饗

　　　　鄭

＄

懸、

論

　曝譲

寧凱！

ン穣彫

おしらぜコーナー惣｝翠

　　　　　　　岩崎公園庭球場落成記念模範試合
　　　　　4月15日・岩崎公園庭球場において、軟式、硬式の県
嚢
　　　　内優秀選手を招いて落成記念模範試合が行われました。

　　　　選手の白熱したプレーに中学生、高校生たちが盛んな声

　　・　　援をおくっていました。

灘』Φ鞭一輪暮轍齢’　　撫 　 二凱’饗、蝉幽繍牌、

今月の土曜閉庁日は

　　　　12日と26日です

一』　市役所は、第2・第4土曜日が休

みとなります。

　ただし、次の施設にっいては、従

来どおり業務を行います。

O教育施設
　小・中学校、幼稚園、寄宿舎

○社会福祉施設

　保育園、児童館、老人福祉センター

○市民利用施設

　市民体育館・市民会館、図書館、

　中央公民館、勤労青少年ホーム、

　働く婦人の家

Oその他の施設　地方卸売市場

　土曜閉庁実施につきましては、市

民の皆さまのご理解とご協力をお願

いします。

　お問い合わせは、利用されている

施設、または、秘書企画課恩25－

2111（内線）331へ。

労働保険料の

申告納付につ“て

　労働保険料（平成元年度確定、

平成2年度概算）の申告納付手続き

の時期です。忘れずに納付しましょう。

○申告納付期限　5月15日まで

○申告納付手続場所

　最寄りの銀行、郵便局、県雇用

　保険課、宮城労働基準局、各労働

　基準監督署の窓口

○申告書の区別

　・ふじ色一雇用保険料のみの申告

　・黒　色一雇用保険料と労災保険

　料、または労災保険料のみの申告

　詳しくは、県雇用保険課智022－

211－2783～2785へ。

陸上競技教峯を

開催します

「夢ロード21」の

公募について

第54回河北美術展
』仙南農開催について

“清潔な町づくり”に

’ご協力を

　みなさんが住む町です。

　きれいで快適、住みよい町づくり

のため「ゴミの不法投棄、車窓から

のポイ捨て」など絶対やめましょう。

　また・一般家庭用のゴミは、決め

られた時に集積場所に出してくださ

いo

　　　　　＜保健衛生課から＞

○期　間　6月13日困～6月17日（日）

　・一般公開　午前10時～午後6時

　（6月13日のみ9時30分から）

O会　場　白石市中央公民館大ホール

○内　容　洋画・日本画・彫刻100

　余点の展示

○入場料

　一般・大学生　350円（250円）

　小・中・高校生　250円（150円）

　※（　）は団体料金。団体割引

は20名以上。

　お問い合わせは、市教育委員会社

会教育係智25－2111（内線）411へ。

素敵な名前を

待っています

○日時5月13日（日）9時～12時
　　　（雨天の場合　5月20日（日））

○場　所　白石川緑地陸上競技場

Cl講　師　川村　好治先生

　　　　佐久間紀郎先生

○講習内容　短距離走・走り幅跳び・

　　　　走り高跳び

○対象小学5・6年、中学生
○主　催　白石市陸上競技協会

税の窓口』．《箏『

身捧障害書等め瘤響る

　軽霞載議税の識魚韓つもて

　身体障害者や精神障害者等が所有

し、本人または身体障害者等のため

に生計をいっしょにしている方が運

転する軽自動車で、税金の減免を受

けようとする方は、5月24日困まで、

税務課窓口で手続きをしてください。

〉持参するもの

　印かん、身体障害者手帳等、運転

　免許証

　なお、詳しくは税務課管理徴収係

智25－2111（内線）145までご連絡

ください。

☆今月の納税は、軽自動車税、固定

資産税第1期、国民健康保険税第2
期です。

　忘れずに、納期内に納めましょう！

商業登記簿の

閲覧が有料に

O応募テーマ

　あなたが考える「未来の道」を

　募集します。未来の道に託す夢や

　アイデアなど自由にご応募下さい。

○応募資格　年齢、性別、国籍を問

　わず、グループ応募も可。

○応募方法　論文または絵、イラスト

○応募先　県庁、仙台市役所、東北

　地方建設局の「夢ロード21」事務局

O締切日　5月10日休）

O賞金
　建設大臣賞　1点　100万円

　優秀賞4点50万円
　佳　　作10点　10万円
　この他、抽選で200名にハイウェ

　イカード（3，000円相当）進呈

　詳しくは、〒980仙台市青葉区

二日町9－15　東北地方建設局道

路計画第二課魯022－225－2171へ。

　南陽市では、温泉を活用したクア

ハウス型施設を主とする仮称「南陽

ワィンレッド・クァパーク」を整備

しております。この公園がいつまで

も、多くの方々に広く親しまれ愛さ

れるよう、あなたが名付け親になっ

てください。

○応募方法住所、氏名、年齢、電

　話番号を明記して・ハガキで応募

　ください。　（ひとり何点でもOK！

　ただし、ハガキ1枚にっき1点限

　り）

○締切日　5月8日（殉

　応募先・お問い合わせは、〒999－

22山形県南陽市三間通436－1南

陽市役所商工観光課内「南陽ワイン

レッド・クアパーク」名称審査委員

会事務局盈0238－40－3211へ。

　会社の登記簿及び各種法人の登記

簿の閲覧は、4月1日から有料とな

りました。閲覧料金は300円です。

　また、従来から有料であった土地・

建物・会社等の登記簿の謄本・抄本

の料金が次のように改定されました。

　閲覧200円→300円
　謄本・抄本　400円→500円

　詳しくは、仙台法務局白石出張所

智25－2364へお問い合わせください。

　　　　　　1さ』ノ

　　　　ン秀、
　　　　　　　　

タヤ

　　　　〆　卿ら．．

暁ゴ，こ灘
・塗　』殖　僧
　　　蓋　　　　『ヴ

さわやか

行政サービス運動

鐘熊　畿欄｝響繊無欄鰹灘鵬繍
i｝畿沸

il　繍筋あ納醒
鍵畿嚇々纏蜘薩盤整備撫
　
奎萎絞敏轡1購境の整備砂ナめご轡縫幾

li燃謝
聾姪畑徽瀧馬索楼隆灘転融
蓑伽一幻ゆガ露顯纐榔
1臓麗薫瀞麟←寓纏鵬轟魚鷺畢蕃
銭薄議

“春の行政相談週間

　5月13日（日）～5月19日（土）まで”

　みなさんの日常生活の中で、国・

県・市や公団の仕事にっいての苦情

や意見、要望がありませんか。

　そのような時は、行政相談委員に

お気軽にご相談ください。

　ご相談は、口頭・電話・手紙いず

れの方法でも結構です。

O行政相談委員

　佐藤きみ子さん餐25－3093

　（白石市大平森合字上久保53）

　福田　実務さん盈25－2447

　（白石市大鷹沢三沢字落合64）

たばこは市内で買いましょう
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今月の休日当番医
5月3日
内科　r浦クリニック貿25－6854
外科　朝倉医院　　　君25－2101
歯科　谷津歯科医院　暦26－3254

4日

　内科
外科
歯科

5日

内科

外科
歯科

6日

内科
外科
歯科

13日

内科
外科
歯科

20日

内科
外科
歯科

27日

内科
外科
歯科

海上医院　　　答25－1501
宮城医院　　　貿25－2062
水野歯科医院　雪26－2401

水野内科クリニック

　　　　　智25－2736
銭谷医院　　　　　　　魯25－2010

村上歯科医院　實33－4125

柿崎医院　　　君25－2210
）（i』日日病院　　　　　　魯25－　2145

真壁歯科医院　君32－3122

亘理医院　　　　　　實25－8501

加藤（大）医院　看26－2653
村上歯科医院　答26－2678

刈田病院　　　B25－2145
刈田病院　　　君25－2145
亘理歯科医院　雪26－2563

　　　大沼医院　　　瑠25－2502
　　　斎藤医院　　　費25－1222
　　　白石中央歯科医院魯24－5554

6月3日
内科　広瀬医院　　　答25－0238
外科　刈田病院　　　岱25－2145
歯科　岩田歯科医院　費25－2191

※都合により変更になる場合もあります、

市内の交通事散
3／16～4／15（）は累計

危ないと

　　言うより親が

　　　　まず手本

』
至
ノ 月の定例相談日

灘議琿赫

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

無料法律
相　　談

者
談

害
障
相

青少年
相　　談

．熱鱗殿

15

15

15

15
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15
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リオン

3。18
ニホン
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15
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　毎週
月・火・木・金

聴

10：00～
　12：00

10100～
　15：00

10：00～
　15：00

10100～
　15：00

10：00～
　12：00

9：30～

15：00

10100～
　15：00

10：00～
　15：00

13：00～
　14：00

10：30～
　11：30

10：00～
　15：00

10：00～
　15：00

辮琳
…

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
電話相談にも応じます盈

9：00～

17：00

階
談
一

　所
相
タ

役
年

硬
ン

白
青
セ

麹 饗

市行政に対する質問、要

望等にっいて、川井市長

が直接相談に応じます。
（代理の場合もあります）

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の行

う仕事にっいて困ってい

ることや希望等

市民の日常生活上の困

りごと

健康保険、船員保険、厚

生年金など

相続や贈与、土地売買に

関する税金、法人の税金
などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

法律にっいての困りごと

身体障害者精神薄弱者の

生活、職業、結婚等

25－2111（内線）351

子供の教育上の相談

熱蜜

暫

療’な於

紅婁

事故発生件数

　34件
（148件）

死亡者数

　0人
　（2人）

負傷者数

　9人
（34人）

」㊥今月の表紙…・

夢

心強技に生きる①つ

　　　　　日本の伝統的な「技」を守って

　　　　いる方々を今月号からシリーズで

　　　　取り上げます。

　　　胸　　1回目は、日本刀研磨師、彫金
　　　　　　　としよし　　　　師の高橋俊利さん（38歳）。現在
　　　謡　　つば麗き　　　　は、鍔、銅の復元を通して、消滅

　　　　した彫金技術の再興に取り組んで

　　　　います。
　5
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物損件数

　25件
（119件）
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